
   

  

 

 

 

 

 

皆さまから寄せられた声にとりくんでいます 

＊高校生の自転車通学の安全対策について・・高校生が自転車通学中に車にはねられ重体

となる深刻な事故がありました。被害者の回復を祈るばかりです。ドライバーの安全運転、

自転車にとって安全な道路整備など、よりいっそう安全対策を進めていくべきです。また、

「自転車のヘルメット着用を校則等で義務化してほしい」との意見が寄せられました。 

→自転車のヘルメット着用は道路交通法では努力義務となっており、生徒の主体性を尊重

する立場からも校則での義務化は難しいです。（市内高校校長） 

→市は交通安全計画を策定し（令和５年度）交通事故防止対策を行っています。また、篠

山鳳鳴高校、篠山産業高校は兵庫県自転車安全利用モデル校に指定され、ヘルメット

着用の啓発パレードを行いました。今後も啓発に努めます。(市民安全課) 

※高校生の通学距離は長く、また自転車の速度も速いので、交通量が多い通勤時間帯で事

故に遭うリスクが高いです。自転車通学の安全対策について議論していきます。 

 

＊医療的ケア者について・・重度の障がいがあり、医療的ケアが必要な方が学校を卒業後も

安心して暮らし続けられるような体制整備をしてほしいです。 

→自立支援協議会の医療的ケア部会において、篠山養護学校卒業後の体制整備につい

て関係機関とともに協議しています。（社会福祉課） 

※痰の吸引や人工呼吸器などが必要な医療的ケア児・者が安心して、丹波篠山市で暮らし

続けられるような体制整備について、調査研究していきます。 

 

＊国道や市道の整備をしてほしい・・①国道の標識に事業所の看板が立ててあるのは良いの

でしょうか？ ②市道へ大型車が侵入するので、農作業中の車が困っています。何か対策は

ないのでしょうか？ 

→①市地域整備課より県土木事務所に確認を要請し、不適切な看板と判断され、撤去さ

れました。 ②道路交通法では通行の制限はできませんが、市道でも集落の生活道路と

して利用されている場合は「集落くらしの道」として抑制しています。（地域整備課） 

 

＊皆さまから寄せられた声は、市の制度につなげたり、制度がない場合は 

調査研究し、政策提言をしていきます。 

右側の QR コードから、お気軽に思いをお聞かせください。 
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視察・研修 

・可児市（岐阜県）、犬山市（愛知県）議会改革の取組みについて 【議会運営委員会】 

・兵庫県保健医療計画・地域医療構想について、丹波圏域における地域医療について 

【丹波市・丹波篠山市議員研修会】 

・令和の百姓一揆と食の未来シンポジウム （京都市）   

・地域の風土が息づくお茶つくりと三年晩茶による持続可能な里山の再生 （天理市） 

                                                  

地域での催し等に出席しました 

 

 

 

 

 

 

 

＊他にも地域や市民団体の集まりに参加し、皆さまのお声を伺っています。 

＊ぜひ、小さな集まりにお声かけ頂き、皆さまの思いをお聞かせください。 

 

#向井ちひろ #向井ちひろと千の声 ＳＮＳで日々の活動を発信しています。 

 

向井ちひろ (丹波篠山市議会議員 副議長 会派「福祉と教育」) 

千の声 No.４１ 

２０２５年８月発行（偶数月第 1土曜発行） 

向井ちひろと千の声 

丹波篠山市宮ノ前 315番地 3 

☎ 079-555-2625  

携帯 090-7550-7596 

HP mukaichihiro.org 

メール info@mukaichihiro.org 

 

 

 

 

 

・関西万博「hyogo expo41丹波篠山の日」 ・「輪の里」オープニングセレモニー 

・善行者表彰式 ・日本チバガイギー住民説明会 

・篠山養護学校運動会 ・村雲まちづくり協議会総会 

・東雲コミュニティセンターお披露目式 ・武庫川源流ツアーin丹波篠山 

・雲部地区総合防災訓練 ・野々垣敬老会 

・たきまつり ・「いただきます２」上映会 

・政策研究フォーラム 

「市民でとりくむ農地保全」 

・「重い障がいがあっても地域で暮らす」 

手をつなぐ育成会研修会 

・たきたきカフェ ・県市議会議長会総会 

・ゆたかな教育の創造をめざす丹波地区会議 ・くもべふるさと夏まつり 

 

 

mailto:メールinfo@mukaichihiro.org

